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１．前提として

本日は、2019CSRレポートと統合報告書プロジェクトチームの検討内容に個人的意見を加えて、京王グループの価値創
造プロセスについて説明します。

京王グループでは、統合報告書を作成しておらず、2020年度版の作成・公表をゴールに、

統合報告書プロジェクトチーム（昨年と一昨年のCコース修了者が参画）を立ち上げました。

2020年1月15日に第1回の検討会を開催し、そのなかで、価値創造プロセスの検討も開始

しました。

統合報告書は作成していませんが、CSRレポート（鉄道事業法により公表が義務付けられ

ている「安全報告書」を兼ねています）を毎年作成・公表しています。本日は、2019CSRレ

ポートと統合報告書プロジェクトチームの検討内容に個人的な意見を加えて、京王グループ

の価値創造プロセスについて説明します。

皆さんと討議した結果は、社内に持ち帰り、今後の統合報告書プロジェクトチームの検討の

参考にさせていただきます。忌憚のない意見をお聞かせください！
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２．京王グループとは

京王グループは、「信頼のトップブランド」になることを目指し、生活に溶け込むサービスの充実に日々チャレンジすることで、
「住んでもらえる、選んでもらえる沿線」を追い求め続けいる企業集団です。
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３．価値創造プロセスの各コンポーネント（１／２）

鉄道から創出される安定したキャッシュ、企業イメージ（信頼のトップブランド）を活かして、沿線消費者との多様な接点を
持ち、ＳＣ、百貨店、ストア、ホテルなど様々な事業を展開しています。

コンポーネント 検討状況

価値観 理念 信頼のトップブランド、生活に溶け込むサービスの充実

ビジョン 住んでもらえる・選んでもらえる沿線づくり、成長市場へのチャレンジ

社会課題 人口減少・高齢化、働き方改革/労働力不足、気候変動・大規模災害、
AI/IoT等の技術革新、エリア間競争の激化/都心回帰、インバウンド

ビジネスモデル 重要なドライバー 鉄道事業の参入障壁/優位性（安全、低廉な運賃、速達性）、
沿線消費者との多様な接点（SC、百貨店、ストア、ホテルなど）

競争優位を維持する
無形資産

顧客ロイヤリティ（信頼のトップブランド）

リスク・事業機会 （＝社会課題）

持続可能性・
成長性

マテリアリティ （＝社会課題）

主要なステークホルダー 地域社会、従業員、お客様、取引先、株主・投資家

技術変化 自動運転、在宅勤務、EC
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３．価値創造プロセスの各コンポーネント（２／２）

安定した収益基盤、強固な財務基盤が強みです。様々な事業を展開しているため、資本、KPIが多岐に渡ります。

コンポーネント 検討状況

戦略 人的資本 事業別の人材育成/活用

知的資本 安全管理、物件管理、仕入、レベニューコントロール等のノウハウ

社会資本 多世代が生活しやすい沿線、
社会課題への取り組み（子育て、高齢者住宅など）

自然資本 環境マネジメント推進、低炭素社会への取り組み（VVVFなど）

財務資本 安定した収益基盤、強固な財務基盤（自己資本比率41.3％）

資源配分 時間、ホテル事業の多角化、MaaS、大規模投資は電鉄が実施

評価・モニタリング 長期視点の事業ポートフォリオ

成果と重要な
成果指標

KPI 財務（営業利益率、ROA）、定量（輸送人員、稼働率、単価、客数、
受注数）、定性（沿線満足度、沿線人口、事故件数、離職率）

資本コスト WACC3％～5％

達成度評価 （WACCは投資判断のハードルレートの参考値）

ガバナンス 役員、取締役会 （協議基準などグループガバナンス、派遣監査役制度）

利益配分 配当性向30％を目安。内部留保資金は鉄道事業の災害発生時の迅速
な復旧など安全対策や連続立体交差事業のほか、拠点開発などに活用
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４．価値創造プロセス

多世代が生活しやすい沿線を持ち、そこに長期に渡り再投資し、事業間のシナジーを発揮して新たなサービスを創出する
ことで、持続的な価値創造（次世代、その次の世代にも住んでもらえる・選んでもらえる沿線づくり）を実現します。
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５．考察 ～地域の足で続けるために必要な７つのこと～

私たちの根源の社会的課題は地域の足として、鉄道やバスを動かし続けることです。利益率の低い事業は改善すべきです
が、多角的に事業を展開していることの意義はあると考えています。

私たちの根源の社会的課題は何か？

⇒ 長期的には人口減、働き方の変化（在宅等）で運輸収入の減は避けられないが、

それでも地域の足として、鉄道やバスを動かし続けること

⇒ そのために①：これまでとは真逆の価値観で運輸収入の維持を図ることも必要

⇒ そのために②：鉄道に頼らない事業の育成が必要

⇒ そのために③：東京西部への資本集中の分散も必要

⇒ そのために④：ゆえに、コングロマリットであったり、沿線外にホテルを作ったりしている。

しかし、上場会社として利益率の低い事業は改善が必要

（「安定的にROE8％前後を稼ぎ出す」ことをコミットするなど）

⇒ そのために⑤：M＆Aや事業提携の積極的な活用が必要

⇒ そのために⑥：既存事業（従来型ビジネスがほとんど）の撤退・売却の検討も必要

⇒ そのために⑦：事業構造転換の判断の拠り所となるものが必要

（「住んでもらえる・選んでもらえる沿線」を具体化するなど）
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１．事業領域（セグメント）

京王グループは電鉄および連結子会社48社、持分法適用会社12社、合計60社、従業員は約1万9千人の企業集団
です。
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２．事業エリア

京王グループ各社は様々な事業を展開していますが、事業エリアとしては、京王沿線が中心です。
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３．ホテル事業の多角化

基本的には京王沿線を中心に事業展開していますが、ホテル事業を成長分野の1つと位置づけて、沿線を離れて主要な
観光地にホテルを展開しています。
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４．連結決算の状況

営業収益は約4,500億円、営業利益は400億円規模のグループです。営業収益では流通業が3割超を占めていますが、
利益面では、運輸業、不動産業でだいたい6割を占めています。
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５．CSR活動 ～安全～

『「安全」は最大の使命であり、最高のサービスである』ことを常に意識し、「全社員が一丸となり継続的改善に取り組み、
安全最優先の鉄道を創る」ことを最大の使命として、日々の業務に取り組んでいます。
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６．CSR活動 ～多世代が生活しやすい沿線～

京王グループでは、幅広い世代の方々が生活しやすくなるよう、ライフスタイルに応じたサービスを届けています。
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７．CSR活動 ～低炭素社会～

鉄道事業では1年を通じて多くの電力を消費することから、少ないエネルギーで効率的に動くことができる「環境にやさしい鉄
道」を目指しています。
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８．京王電鉄（単体）の概要

鉄道の営業キロは84.7キロ（大手私鉄16社中3番目に短い）です。年間の輸送人員は677百万人（大手私鉄中5番
目）です。路線が短いがゆえに、輸送効率が高いのが特徴です。




